



Student’s “patient understanding” in basic nursing practice II


































































2.　研究対象者 : 基礎看護実習 II を終えた短
期大学 1 年次学生 70 名















基礎看護実習 II における学生の「患者理解」（下川原） 31









































































































































・1 人 1 人性格も疾患も、一日の過ごし方、治療に対する思いもそれぞれ違
う（1）
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 7） 平成 18 年社会人基礎力に関する研究会─中間とりまとめ─（2016）．経済産業省．1-34．
www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/-14k-．12 月 8 日付
 8） 阿部知美（2013）．患者とのコミュニケーション困難場面における看護学生の「解読、問




11） 河相てる美、一ノ山隆司、若瀬淳子、炭谷靖子（2011）．基礎看護学実習 II における看




いの分析（その 2）─うれしかったこと・よかったこと、つらかったことの記述 2 年間
からみた体験・学びの分析─．日本看護学会論文集　看護総合．382-385
